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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　足裏形状に対応する外形の柔軟かつ可撓性を有する表面シートの裏面に合成樹脂板より
成る支持基板が貼設されて成る靴中敷において、
　前記支持基板の踵骨に対応する領域には、裏面側へ隆起するヒール部が形成され、前記
ヒール部の下面には、外側縁の側に水平な第１の平坦領域、内側縁の側に第２の平坦領域
が長さ方向に沿う境界を挟んでそれぞれ形成されており、第２の平坦領域は、ヒール部の
高さが前記境界の側より支持基板の内側縁の側が低くなるように、第１の平坦領域に対し
て０．５度以上、３度以下の傾斜角度をなす傾斜面に形成されて成る靴中敷。
【請求項２】
　前記境界は、ヒール部の下面の中心線から内側縁の側へ偏った位置にある請求項１に記
載された靴中敷。
【請求項３】
　前記支持基板は、踵骨から指骨の基節骨に至る領域に対応させた大きさおよび形状のも
のであり、支持基板の少なくとも拇指の中足趾節関節に対応する領域には切欠部が設けら
れ、前記表面シートの裏面の支持基板が貼設されていない領域には弾性材より成る裏面シ
ートが貼設されている請求項１に記載された靴中敷。
【請求項４】
　前記切欠部は、支持基板の内側縁から前端縁にわたって、第１指の中足骨の骨頭部、拇
指の中足趾節関節、および第１指の指骨の基節骨に対応する領域を切り欠くことにより形
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成されるともに、前記表面シートと裏面シートとの間の第１指の指骨に対応する領域にシ
ート材を介在させることにより部分的に肉厚が厚い厚肉部が形成されている請求項３に記
載された靴中敷。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、靴やサンダルなどの履物に用いられる靴中敷に関し、特に、自然な歩行を
支援して、外反母趾などの足の障害の発生を防止し得る靴中敷に関する。
【背景技術】
【０００２】
　人間の歩行のメカニズムは、まず、足の踵が着地し（この段階を「接床期」という。）
、その後、踵に掛かった重心が前足部の第５指の中足骨の骨頭部から第１指の中足骨の骨
頭部へ移動して安定した立位となり（この段階を「立脚中期」という。）、その後、中足
趾節関節が反るような形態（背屈位）で、主として第１指の中足骨の骨頭部（拇指球）を
支点として床面を蹴り上げて離床する（この段階を「離床期」という。）、というもので
ある。この歩行のメカニズムに沿った理想的な歩行が行われることで、身体各部への負担
が少なくなり、種々の障害の発生を防止し得る。
【０００３】
　腓腹筋やヒラメ筋が短い人や足の関節が硬い人のように、特に拇指が曲がりにくい人の
場合、前記の離床期において、拇指の部分の背屈が力強くかつ円滑に行われ難いため、特
に足底筋へ無理な負担がかかり、外反母趾、アキレス腱炎、足底腱膜や拇指の魚の目や胼
胝などの障害を招くおそれがある。
【０００４】
　そこで先般、出願人は、自然で理想的な歩行動作を支援することにより、上記した各種
の足の障害の発生を防止し得る靴中敷を提案した（例えば、特許文献１参照）。この靴中
敷は、足裏形状に対応する外形の柔軟かつ可撓性を有する表面シートの裏面に、踵骨から
指骨の基節骨に至る領域に対応させて合成樹脂板より成る支持基板が貼設されたものであ
り、支持基板の少なくとも拇指の中足趾節関節に対応する領域に切欠部が設けられ、表面
シートの裏面の支持基板が貼設されていない領域に弾性材より成る裏面シートが貼設され
ている。
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－３０５３１０号公報
【０００６】
　上記した構成の靴中敷の上に足を載せると、支持基板によって後足部および前足部が支
持されるが、拇指の中足趾節関節は切欠部の位置で沈み込むので、拇指の部分の背屈、す
なわち、第１指の中足趾節関節の反りが支援されて第１指の中足骨の骨頭部による床面の
蹴り上げが力強くかつ円滑に行われる。これと連動して第２指～第５指の各中足趾節関節
から第２指～第５指の各指骨の背屈も円滑に行われる。これにより立脚中期から離床期ま
での足の運動が理想的に行われ、自然な歩行動作が実現される。その結果、足の各部へ無
理な負担がかからず、特に足底筋に対するストレスが大幅に改善され、外反母趾、アキレ
ス腱炎、足底腱膜や拇指の魚の目や胼胝などの障害の発生を防止できる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記の靴中敷は、自然な歩行動作を実現するために、特に、立脚中期から離床期までの
足の運動が理想的に行えるようにしたものであるが、接床期から立脚中期までの足の運動
については特に考慮されておらず、接床期から立脚中期までの歩行動作に支援が得られな
いため、蹴り上げ時に拇指に力が掛かりすぎて外反母趾などの障害を引き起こすおそれが
ある。
【０００８】
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　この発明は、上記した問題に着目してなされたもので、接床期から立脚中期までについ
ても、自然で理想的な歩行動作を支援することによって、足の運動が理想的に行えるよう
にすることを可能とし、外反母趾などの足の障害の発生を防止した靴中敷を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明による靴中敷は、足裏形状に対応する外形の可撓性を有する表面シートの裏面
に合成樹脂板より成る支持基板が貼設されたものであり、前記支持基板の踵骨に対応する
領域には、裏面側へ隆起するヒール部が形成されている。前記ヒール部の下面には、外側
縁の側に水平な第１の平坦領域、内側縁の側に第２の平坦領域が長さ方向に沿う境界を挟
んでそれぞれ形成されている。第２の平坦領域は、ヒール部の高さが前記境界の側より支
持基板の内側縁の側が低くなるように、第１の平坦領域に対して０．５度以上、３度以下
の傾斜角度をなす傾斜面に形成されている。
【００１０】
　上記した構成において、「外側縁」とは、両足を揃えて立ったとき、左足についていえ
ば右足と反対側の側縁を、右足についていえば左足と反対側の側縁を、それぞれ意味して
いる。因みに、左右の足が対向する側は上記の「外側縁」に対して「内側縁」である。
【００１１】
　人が歩行する場合、足の踵が着地した後、踵に掛かった重心は前足部へ移動するが、こ
の接床期から立脚中期に至る正しい歩行では、踵の地面への接地点はやや外側にあり、踵
に掛かった重心が前足部へ移動しつつ外側から内側へ向かって踵の全面が接地してゆく。
この発明による靴中敷では、歩行に際して、支持基板のヒール部の下面は、まず外側位置
の第１の平坦領域が接地し、その後、踵に掛かった重心が前足部へ移動するとき、内側位
置の第２の平坦領域が第１の平坦領域に対して所定の傾斜角度θ（０．５度≦θ≦３度）
をなす傾斜面に形成されているので、踵が外側から内側へ向かって接地する動作が支援さ
れ、接床期から立脚中期までの足の運動を理想的に行うことができる。立脚中期の前足部
は、やや内側から外側に向かうようにして着地することで身体の安定が保たれる。
【００１２】
　ここで、第２の平坦領域の傾斜面の傾斜角度θを、０．５度≦θ≦３度の範囲に設定す
るのは、傾斜角度θが３度を超えると、調整が過度となり、オーバープロネーションや外
反母趾などの不具合を生じさせ、一方、傾斜角度θが０．５度より小さいと、接床期から
立脚中期までの歩行動作の支援機能が得られず、角度設定の意味をなさないからである。
【００１３】
　この発明の上記した構成において、「表面シート」には人工皮革などが用いられるが、
可撓性を有する素材であれば人工皮革に限られない。また、「支持基板」には例えば硬質
のプラスチック板が用いられるが、これに限らず、比較的硬いクッション材（例えばエチ
レン－酢酸ビニル共重合体（ＥＶＡ））などを用いることもできる。
【００１４】
　この発明の好ましい実施態様においては、前記境界は、ヒール部の下面の中心線から内
側縁の側へ偏った位置にある。この実施態様によると、第１の平坦領域が第２の平坦領域
より広くなるので、接床期において、足の踵の地面への接地が安定する。
【００１５】
　この発明のさらに好ましい実施態様においては、前記支持基板は、踵骨から指骨の基節
骨に至る領域に対応させた大きさおよび形状のものであり、支持基板の少なくとも拇指の
中足趾節関節に対応する領域には切欠部が設けられ、前記表面シートの裏面の支持基板が
貼設されていない領域には弾性材より成る裏面シートが貼設されている。
【００１６】
　この実施態様によると、拇指の中足趾節関節は切欠部の位置で沈み込むので、拇指の部
分の背屈、すなわち、第１指の中足趾節関節の反りが支援されて第１指の中足骨の骨頭部
による床面の蹴り上げが力強くかつ円滑に行われ、これと連動して第２指～第５指の各中
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足趾節関節から第２指～第５指の各指骨の背屈も円滑に行われるので、立脚中期から離床
期までの足の運動が理想的に行われる。
　このように、接床期から離床期に至るまで足の運動を理想的に行うことで、足の各部へ
無理な負担がかかることがなく、特に足底筋に対するストレスが大幅に改善され、外反母
趾、アキレス腱炎、足底腱膜や拇指の魚の目や胼胝などの障害を引き起こすことがない。
【００１７】
　この実施態様の支持基板は、全体でひとつの部材であってもよく、踵骨から中足骨に至
る後足部を支える後部基板と中足骨から指骨の末節骨に至る前足部を支える前部基板とに
分かれたものであってもよい。支持基板を全体でひとつの部材で構成する場合、例えば、
硬質のプラスチック板を用いて構成するが、この場合、離床期での前足部の運動を行い易
くするために、中足骨の骨頭部から指骨の基節骨に対応する領域は撓むことが可能な肉厚
に形成し、その他の領域は、後足部をしっかり支持するために、撓まない肉厚に形成する
のが望ましい。
　また、支持基板を後部基板と前部基板とに分かれたものとする場合、後部基板を撓まな
い材質のもの（例えば硬質のプラスチック板）で形成し、前部基板を撓むことが可能な材
質のもの（例えばＥＶＡ）で形成するとよい。
【００１８】
　この発明の好ましい実施態様においては、前記切欠部は、支持基板の内側縁から前端縁
にわたって、第１指の中足骨の骨頭部、拇指の中足趾節関節、および第１指の指骨の基節
骨に対応する領域を切り欠くことにより形成されるとともに、前記表面シートと裏面シー
トとの間の第１指の指骨に対応する領域にシート材を介在させることにより部分的に肉厚
が厚い厚肉部が形成されている。この実施態様によると、特に、厚肉部の存在によって歩
行時における拇指の部分の背屈機能が一層高められるので、離床期の運動が円滑となり、
歩行運動が一層円滑に行うことができる。
【発明の効果】
【００１９】
　この発明によると、接床期から立脚中期までについても、自然で理想的な歩行動作を支
援することができ、足の運動を理想的に行うことが可能となり、外反母趾などの足の障害
の発生を防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　図１～図３はこの発明の一実施例である靴中敷１の構成を示すもので、図１は裏面側か
ら見た靴中敷１の外観を、図３は中心線ｃに沿って断面したときの靴中敷１の構造を、そ
れぞれ示している。また、図２は靴中敷１の外形（一点鎖線で示す。）を足２の骨格とと
もに示したものである。なお、図示の靴中敷１は右足用であるが、左足用についても同様
の構成であり、ここでは図示並びに説明を省略する。
【００２１】
　図示例の靴中敷１は、柔軟かつ可撓性を有する表面シート４の裏面に支持基板３が貼設
されたものである。この実施例の表面シート４は、人工皮革をもって靴の中底面の外形に
沿う形状、換言すれば、足裏形状に対応する外形に形成されているが、荷重を受けて適度
に撓む柔軟なものであれば、表面シート４の材質は問わない。
【００２２】
　前記支持基板３は、足２の踵骨２７から第２指～第５指の指骨２１ｂ～２１ｅの基節骨
２２ｂ～２２ｅに至る領域に対応する大きさおよび形状に形成されており、第２指～第５
指の各指骨２１ｂ～２１ｅの末節骨２３ａ～２３ｅや中節骨２４ｂ～２４ｅは支持基板３
の前端縁３１Ｃよりはみ出ている。
【００２３】
　支持基板３には、拇指の中足趾節関節２５ａに対応する領域に、切欠部６が形成されて
いる。この実施例の切欠部６は、支持基板３をその内側縁３１Ａから前端縁３１Ｃにわた
って第１指の中足骨２６ａの骨頭部、拇指の中足趾節関節２５ａ、および第１指の指骨２
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１ａの基節骨２２ａに対応する領域を切り欠いて形成されたものであり、靴中敷１上に足
を載せたとき、拇指の中足趾節関節２５ａが沈み込むようになっている。なお、図２にお
いて、２５ｂ～２５ｅは第２指～第５指の各中足趾節関節である。
【００２４】
　この実施例では、支持基板３は硬質のプラスチック板により形成されており、第２指～
第５指の各中足骨２６ｂ～２６ｅの骨頭部から第２指～第５指の各指骨２１ｂ～２１ｅの
基節骨２２ｂ～２２ｅに対応する領域Ｓは撓み易くするために薄い肉厚に形成され、その
他の領域は荷重を受けても容易に撓まないように厚い肉厚に形成されている。
【００２５】
　支持基板３の踵骨２７に対応する領域には、裏面側へ隆起するヒール部５が形成されて
いる。ヒール部５の下面には、図１および図４に示すように、外側縁３１Ｂの側に水平な
第１の平坦領域５１、内側縁３１Ａの側に第２の平坦領域５２が長さ方向に沿う直線状の
境界５０を挟んでそれぞれ形成されている。第２の平坦領域５２は、ヒール部５の高さｈ
が境界５０の側より支持基板３の内側縁３１Ａの側が低くなるように、第１の平坦領域５
１に対して０．５度以上、３度以下の傾斜角度θをなす傾斜面に形成されている。この実
施例では、前記境界５０はヒール部５の下面の中心線ｃから内側縁３１Ａの側へ偏った位
置にある。
【００２６】
　支持基板３のヒール部５の位置には、円形の貫通孔５３が形成されるとともに、この貫
通孔５３には円板状の踵支持板７が嵌め込まれて表面シート４に接合されている。踵支持
板７は、足の踵を支持するためのもので、この踵支持板７として後述する裏面シート８と
同じ材質の弾性材が用いてある。踵支持基板７は足の荷重により踵の形状に沿って貫通孔
５３内で圧縮変形するので、踵は貫通孔５３内に嵌った状態で安定支持される。
【００２７】
　表面シート４の裏面には、支持基板３が貼設された領域以外の領域、すなわち、第２指
～第５指の各指骨２１ｂ～２１ｅの基節骨２２ｂ～２２ｅから爪先に至る領域と切欠部６
とに対応させて軟質の弾性材より成る裏面シート８が貼設されている。前記弾性材として
ポリウレタン樹脂を組成とした発泡体、すなわち、低反発弾性ウレタンフォームを用いて
構成しているが、これに限られるものではない。低反発弾性ウレタンフォームは、弾性と
粘性とを併せ持つものであり、圧縮後ゆっくりと復元する性質を有している。
　表面シート４と裏面シート８との間には、拇指の指骨２１ａに対応する領域に、図５に
示すように、裏面シート８と同じ材質の弾性シート材９が貼付され、これにより部分的に
厚い厚肉部９０が形成されている。
【００２８】
　図６（１）～図６（３）は、人の歩行のメカニズムを示している。図６（１）は接床期
を、図６（２）は立脚中期を、図６（３）は離床期を、それぞれ示している。
　人が歩行する場合、まず、足の踵が着地し（接床期）、その後、踵に掛かった重心が第
５指の中足骨２６ｅの骨頭部から第１指の中足骨２６ａの骨頭部へ移動して安定した立位
となる（立脚中期）。正しい歩行では、足の踵の地面への接地点はやや外側にあり、踵に
掛かった重心が前足部へ移動しつつ外側から内側へ向かって踵の全面が接地する。その後
は、中足趾節関節２５ａ～２５ｅが反るような形態（背屈位）で、主として第１指の中足
骨２６ａの骨頭部（拇指球）を支点として床面を蹴り上げて離床する（離床期）。
【００２９】
　上記した構成の靴中敷１の上に足を載せると、支持基板３によって後足部および前足部
が支持されるが、歩行に際して、まず、支持基板３のヒール部５の下面は外側に位置する
第１の平坦領域５１が接地し、その後、踵に掛かった重心が前足部へ移動するとき、ヒー
ル部５の下面の内側に位置する第２の平坦領域５２が第１の平坦領域５１に対して所定の
傾斜角度θをなす傾斜面に形成されているので、外側から内側へ向かって踵の全面が接地
する動作が支援され、接床期から立脚中期までの足の運動を理想的に行うことができる。
立脚中期の前足部は、やや内側から外側に向かうようにして着地することで身体の安定が
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保たれる。
【００３０】
　立脚中期後の歩行においては、拇指の中足趾節関節２５ａは切欠部６の位置で沈み込む
ので、拇指の部分の背屈、すなわち、第１指の中足趾節関節２５ａの反りが支援されて第
１指の中足骨２６ａの骨頭部による床面の蹴り上げが力強くかつ円滑に行われ、これと連
動して第２指～第５指の各中足趾節関節２５ｂ～２５ｅから第２指～第５指の各指骨２１
ｂ～２１ｅの背屈も円滑に行われるので、立脚中期から離床期までの足の運動が理想的に
行われる。特に、厚肉部９０の存在によって歩行時における拇指の部分の背屈機能が一層
高められているので、離床期の運動が円滑となり、歩行運動が一層円滑に行い得る。
　以上のように、接床期から離床期に至るまで足の運動を理想的に行うことで、足の各部
へ無理な負担がかからず、特に足底筋に対するストレスが大幅に改善され、外反母趾、ア
キレス腱炎、足底腱膜や拇指の魚の目や胼胝などの障害を引き起こすことがない。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】この発明の一実施例である靴中敷の外観を示す背面図である。
【図２】靴中敷の外形を足の骨格とともに示した平面図である。
【図３】図１のＡ－Ａ線に沿う断面図である。
【図４】図１のＢ－Ｂ線に沿う断面図である。
【図５】図１のＣ－Ｃ線に沿う断面図である。
【図６】歩行のメカニズムを示す説明図である。
【符号の説明】
【００３２】
　１　　靴中敷
　３　　支持基板
　４　　表面シート
　６　　切欠部
　８　　裏面シート
　９　　弾性シート材
　２５ａ　拇指の中足趾節関節
　３１Ａ　内側縁
　３１Ｂ　外側縁
　３１Ｃ　前端縁
　５０　境界
　５１　第１の平坦領域
　５２　第２の平坦領域
　９０　厚肉部
　ｃ　　中心線
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